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令和3年度 プレミアム付き

12月1日㈬発売開始!! 感染症予防へのご理解とご協力をお願いします。
とってもお得!! 5,000円で7,500円のお買物!

販売期間 令和3年
※土日を除く役場開庁日に限る

販売時間 9:00-17:00

販売時間 9:00-17:00

12月1日㊌～12月28日㊋
販売場所（２ヵ所）／佐久穂町役場１F・八千穂福祉センター

販売日 令和3年12月4日㊏及び12月5日㊐の2日間
販売場所（１ヵ所）／佐久穂町役場

通常
販売

土日
販売

見　本 見　本
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（仮称）道の駅「八千穂高原IC」基本計画（案）に関する
意見公募（パブリックコメント）結果

１　概要
　町では、中部横断自動車道八千穂高原インターチェンジ東側に（仮称）道の駅「八千穂高原
IC」の設置を計画しており、整備方針となる基本計画案について令和３年２月末～３月末に意
見公募（パブリックコメント）を実施しました。
　皆様からいただいたご意見と現段階での対応状況を次のとおり一部紹介します。
２　意見公募の概要
　（１）公募期間　令和３年２月25日（木）から令和３年３月24日（水）
　（２）募集方法　郵送、電子メール、FAX、直接持参
　（３）周知方法　町ホームページ、広報さくほ、町施設等窓口での閲覧
３　意見の提出者等

４　意見と町の考え方（一部を抜粋して掲示）
　①進め方、方向性に関する意見等

　②施設計画に関する意見等

※詳細は町ホームページをご覧ください。

19人
４人
９人
０人
６人

郵送
電子メール
FAX
直接持参

内訳

意見提出者数

意見概要 対　応

小さくスタートし徐々に大きく育てる
方針でどうか

事業用地エリアは、公設民営での具体化
も検討する必要があるのではないか
大石川を利用した親水のエリアや管理釣
り場等を検討し特色ある施設にしては

事業用地エリア等不確実要素もあることからのご指摘と思われます
が、今後実施する市場調査等を通じて、収益施設の具体的な方向を
見定め、供用当初から目的実現に直結できる施設としての機能を確
保できるような整備を進めていく考えです。
公設の施設とするか、民間事業用地とするか等の方針は、今後市場
調査を行い、確定させていく予定です。
護岸の整備等と一体で、河畔利用の環境整備等を展開していくため
の具体的な方法を、河川管理者等と調整をしていく予定です。

道の駅整備に向けて、基本計画（案）の成案化
に向けた中間報告を、サウンディン
グ調査にあわせて町ホームページに
掲載しましたので、ご覧ください。

意見概要 対　応

入口は１か所に集約し、信号機を設置し
てはどうか

温泉や宿泊施設を検討してはどうか

24時間のトイレ利用や、車中泊などの
利用に対して心配があるがどうか

大型車両の入退場があるため、入口を１か所とする場合、交差点が
非常に大きくなるなど、敷地の有効活用が難しくなります。このた
め出入口を２箇所として、大型車両の駐車場内の動線をできるだけ
コンパクトに抑える計画を検討しています。
温泉については、計画地と隣接する水源への影響などを勘案し、当
施設には積極的に導入しない方針としています。
24時間の利用は道の駅登録にあたり必須条件となっています。車中
泊については他の施設での先進的な事例を検証し、対策を検討して
いきます。

パブリックコメント結果と
基本計画（案）の中間報告
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サウンディング型市場調査を実施します

１　スケジュール等
　　エントリー受付期間：令和３年10月18日（月）から令和３年12月３日（金）
　　対　話　実　施　日：令和３年12月13日（月）から令和３年12月17日（金）
　　　　　　　　　　　（期間中午前10時から午後５時の間で、30分から１時間程度を予定）
　　場　所：佐久穂町役場　又は　オンライン接続〔Zoom〕
２　対話の対象者
　町が計画する道の駅の整備・運営・活用等に対する提案に意欲のある個人事業主、法人又は法
人等のグループ。
３　対話における意見・提案の募集内容
　（１）当事業への参加意欲
　（２）参加する場合の範囲と方法
　　　　・具体的な施設や区域、運営方法、資金調達の意向など
　（３）より多くの方に満足され、かつ収益性を高める施設とするための工夫
　　　　・施設整備内容への提案など
　（４）大石川を活かした整備・運営の特色付け
　　　　・実施でき得ること、そのための条件など
４　公表資料・エントリーシート等
　実施要領、エントリーシート、道の駅基本計画（改定検討案）は町ホームページ
からダウンロードしていただくか、総合政策課までお問合せください。
５　エントリーシート提出方法
　対話への参加を希望される方は、エントリーシートを12月３日(金)までに「佐久穂町役場総合
政策課政策推進係」まで電子メールでお送りください。

  ・電子メール：seisaku@town.sakuho.nagano.jp
　  ・電話：０２６７－８６－２５５３
  ・担当：総合政策課政策推進係〔役場２階〕（平日８：30～17：15）

※詳細については、実施要領をご確認ください。

　（仮称）道の駅「八千穂高原ＩＣ」整備にあた
り、サウンディング型市場調査（以下「対話」と
いう。）を行います。
　事業者等の皆様との「対話」を通じて、道の駅
の整備方式や運営等の提案を受けるとともに、管
理運営への参画に係る市場性等を確認し、今後の
事業推進の参考としたいと考えています。
　今回行う対話は、「事業に参加する事業者を選
定する」ためのものではありませんのでお気軽に
御参加ください。

　事業化段階において、事業内容や
事業スキーム等に関して、直接の対
話により民間事業者の意見や新たな
提案の把握等を行うことで、対象事
業の検討を進展させるための情報収
集を目的とした手法です。
　また、対象事業の検討の段階で広
く対外的に情報提供することにより、
当該事業への民間事業者の参入意欲
の向上を期待するものです。

サウンディングとは

問合せ先
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　講師は、佐久総合病院の理学療法士の先生です。町の健康教室では、
フレイル予防のための体操や、認知症予防のための脳のトレーニング
を踏まえた体操等を教えてくださっています。今回は、転倒予防に大
切な「バランス能力」に関する運動を教えていただきました。

　佐久穂町健康教室にて一昨年より「転倒予防」をテーマに簡単な体操をご紹介させて頂いて
います。「転倒」に伴う骨折や怪我は、健康な生活を著しく損ない、健康寿命にも影響します。
「転倒」を予防するためには筋力やバランス能力が重要ですが、今回は転倒予防のための「バ
ランスをとるために大事な３つの運動」についてご紹介させて頂きます。

１．椅子でお尻上げ　
２．後ろにキック
３．八の字体操

転倒予防のために
～片足でバランスをとるための３つの運動～

１．痛みや関節の腫れがある場合、体調が整わない場合には無理をして行わない
２．呼吸を止めずに、息切れがない程度に行う

お腹周りの筋肉を働きやすくする

椅子でお尻上げ
【目的】

椅子に座り片方のお尻に体重をかけて、反対側のお尻をあげる
（繰り返し）
＊体重をかけた方の肩が下がらないように、両手を広げて水平に

＊椅子から落ちないように、不安のある方は壁などがある方に向かって体重をかけてください。

【方法】

お尻をあげる側の
脚で床を
蹴らないように



１～３の運動を左右それぞれで比べてみてください
　もし、バランスが悪かったり、踏ん張りにくい脚の方で上手く行えなかったり、すぐに疲れ
てしまう場合は、その運動を繰り返すことで、より転倒予防に重要な筋肉を働きやすくするこ
とができると思います。

足首周りの筋肉を働きやすくする

八の字体操

後ろにキック

【目的】

１日10回×２～３セットを週２～３回、１～３を１日ずつ交代で行うのも良いです。
佐久総合病院　　理学療法士　櫻井進一

【運動の目安】

椅子に座り両足の踵を挙げて、踵を開いたり閉じたりする
（繰り返し）
＊膝が動かないように（膝の間に両手の拳をいれてもOK）

【方法】

お尻周りの筋肉を働きやすくする
【目的】

横向きに寝て、上側の足を前から後ろに伸ばす（繰り返し）
＊腰を反ったり、つま先が上を向いたりしないように

【方法】

おへそは
正面に向ける

おへそが下を向き
腰を反らないように

つま先をつけたまま踵を開く
（漢字の八の字）

膝が動いて近づかないように
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お問合せ先　佐久広域連合消防本部　北部消防署　（☎82-0119）
　　　　　　佐久穂町役場　総務課庶務係　（☎86-2525）

消火器の点検をしましょう
　消火器に錆びや損傷があると、いざという時に使えなかったり、本体が破裂してケガをする場合が
あります。消火器に異常があるものや古くなったものは、適切に処分してください。
　
●消防署、消防団、役場では古い消火器の収集を行っていません。（ホームセンターなどの販売店で
　購入時に古い消火器の引き取りを行っていることもありますので販売店にご確認ください。）
●消火器はゴミとして処分できません。

　消火器にも寿命があります。住宅用消火器は使用期間または使
用期限が本体に表示されており、薬剤の詰め替えができない構造
です。期限を過ぎたものは、新しいものと交換してください。

消火器の使用期限
点検

　消火器がたとえ使用期限内であっても、いざというときに不具合等で使えなければ意味がありま
せん。購入したら、半年に１回程度、異状がないかチェックしましょう。

このような状態の消火器は絶対に使用せず
販売店等に相談しましょう

消火器の点検・交換
　　～チェックしましょう!!

点検

使用期限を
確認してください。

　出入り業者または契約業者や消防関係
者を装って不当な価格で消火器の訪問販
売や点検（薬剤詰め替え）を行ったりす
る業者がいます。次のことに気をつけ、
被害にあわないようにしましょう。

悪質な消火器の訪問販売や
点検にご注意を！！

・身分証明書の提示を求めま
　しょう！
・あやしいと思ったら、勇気
　をもってキッパリ断りまし
　ょう！
・契約書をよく読み、むやみ
　にサインするのはやめまし
　ょう！
・不審な点があれば地元の消
　防署に確認しましょう！
・相手が脅迫行為にでた場合
　は、速やかに警察へ通報し
　ましょう！
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８



No.182

９

がんばろう佐久穂応援チケット（生活支援分）事業　無償での支給のお知らせ
■問合せ　健康福祉課　福祉係　☎0267-86-2528

　がんばろう佐久穂応援チケットの販売に併せ、生
活支援事業として対象者へチケット一人１冊（7,500
円分）を無償で支給します。
■申請方法
①住民税非課税世帯者、福祉医療受給者等
・11月下旬に申請書が届きますので、申請書に必要
　事項を記入し、交換にお越しください。
②大学生、新型コロナウイルス関連離職者等
・申請書は届きませんので、対象となる場合は、次
　の書類を持って、申請にお越しください。
　〔大学生等〕令和３年11月１日以降発行の在学証
　　明書又は学生証の写し
　〔新型コロナウイルス感染症により解雇され就労
　　していない方（令和３年11月１日現在）〕
　　雇用保険受給資格者証又は雇用保険被保険者離
　　職票の写し等
■本人確認書類（申請時にお持ち下さい）
　運転免許証、マイナンバーカード、　健康保険証等
■申請期間・場所
　申請期間・場所についてはチケットの販売と同じ
　

です。上記の記事をご覧ください。
■対象者
①令和３年11月１日現在、佐久穂町の住民基本台帳
　に登録されており、次のいずれかに該当する方
ア　令和３年度分の住民税(均等割)が非課税世帯の方
イ　福祉医療費給付対象者
ウ　20歳未満の児童を扶養しているひとり親家庭の
　　方（対象児童の人数分）
エ　大学等（大学院を除く大学、短期大学、専修学
　　校、各種学校）に在学する学生を扶養としてい
　　る方（対象学生の人数分）
　　※町外に住所を置く方も対象となります。
オ　新型コロナウイルス感染症に起因する事由によ
　　り令和３年度の国民健康保険税、介護保険料が
　　減免となった方
カ　新型コロナウイルス感染症に起因する事由によ
　　り解雇され、令和３年11月１日現在において就
　　労していない方
②令和３年11月２日から令和３年12月31日までの間に
　出生により佐久穂町の住民基本台帳に記載される方

令和３年度がんばろう佐久穂応援チケット発売のお知らせ！
■問合せ　産業振興課　商工観光係　☎0267-86-1553

　町では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止に伴い、影響を受けている町民の皆さんの生活を
支援するとともに、事業者の支援を含め町内経済へ
の需要喚起を図ることを目的とした「令和３年度が
んばろう佐久穂応援チケット」の販売を行います。
■プレミアム率
　50％　
　１セット5,000円で販売し7,500円利用可能
　１セット2,500円お得なチケット
■チケット内容
　一枚500円×15枚綴り
　＜チケットの内訳＞
　大型店専用券７枚・一般店券８枚の計15枚
＊一般店では、大型店専用券も併用できます。
■購入限度額
　一人４セット迄（販売価格で20,000円迄）
■チケット利用期限
　令和４年２月28日（月）まで

■通常販売日
　土日を除く、令和３年12月１日（水）から
　　　　　　　令和３年12月28日（火）まで
　販売時間は午前９時から
　　　　　　午後５時まで
■販売場所
　◆佐久穂町役場
　◆八千穂福祉センター
■特別土日販売日
　令和３年12月４日（土）午前９時～午後５時
　令和３年12月５日（日）午前９時～午後５時
※この２日間に限り、土日にチケット販売を行いま
　す！平日お越しになることが難しい方は、是非こ
　の機会にご購入ください。販売場所は佐久穂町役
　場のみです。（八千穂福祉センターでの販売は行
　いません。）
※購入時には、購入申込書をご持参していただき、
　感染症予防へのご理解ご協力をお願いいたします。
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ゆめゆり展のお知らせ
■問合せ　佐久穂小中学校内　小諸養護学校　ゆめゆりの丘分教室　☎0267-86-2205

　12月４日（土）～12日（日）までの９日間、茂来
館１階において「ゆめゆりの丘分教室展（ゆめゆり
展）」をおこないます。ゆめゆり展は佐久穂小中学
校内にある小諸養護学校ゆめゆりの丘分教室の小学
部、中学部の児童・生徒13名による作品展です。普
段の学習の様子についての紹介もおこなっています。
子どもたちの豊かな感性に触れていただけると思い
ます。皆様のお越しをお待ちしております。
〈写真は昨年のゆめゆり展の様子です〉　

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

☆さくほっこの行事は、感染症対策の為、全て予約
　制です。定員は各６～８組程度。参加費無料、対
　象者は就学前のお子さんと保護者の方です。
★感染症対策で、定員を限定していますので、１家
　庭２つまでの行事（就労相談を除く）を受け付け
　させて頂きます。
☆予約受付期間は、12月行事全て、
　　11月25日（木）９：00～11月30日（火）です。
★１月行事予約受付期間は
　　12月25日（土）９：00～12月31日（金）です。
　（「子育てママの就労相談」のみ11月25日（木）
　　９：00～12月28日（火）です。）

☆お知らせ☆
◎「子育てママの就労相談」以外の行事の予約申し
　込みは佐久穂町公式ＬＩＮＥのみとなりますので
　ご注意ください。
◎予約開始日は、毎回前月の25日９：00～とします。
　
　詳細やご不明な点は、こどもセンター窓口または
電話（８６－２１２３）までお問い合わせ下さい。

『12月　こどもセンターさくほっこ行事』
～♪えいごｄｅクリスマス♪～

■日時：12月７日（火）
　　　　①10：00～10：45
　　　　②11：00～11：45
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール１
　クリスマスにちなんだ、歌や絵本、クラフト製作
をします。

『子育てママの就労相談』
■日時：12月10日（金）　10：00～12：00
■場所：こどもセンターさくほっこ　和室
　女性就労支援員が個別に相談に応じます。お子様
連れでの相談もできます。お気軽にお越し下さい。
※就労相談は予約しなくても参加できますが、参加
　者が増えてきた為、予約をおすすめしています。
　就労相談の予約は随時受付けています。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
　～図書館司書による読み聞かせと
　　　　　　さくほっこスタッフによるお誕生会～
■日時：12月16日（木）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール１
　お誕生児以外のお子さんと保護者の方も、ぜひご
参加ください。

『すくすくTIME』
～親子遊びとおしゃべり会～

■日時：12月24日（金）
　　　　10：00～10：20　親子遊び
　　　　10：30～11：00　おしゃべり会
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール１
　おしゃべり会では、ファシリテーターに精神保健
福祉士の小林有里さんをお迎えします。

☆必要に応じて水筒やおやつなどをお持ち下さい。
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思春期精神保健相談について
■問合せ　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課　保健師　☎0267-63-3164（直通）

令和３年度社会福祉功労表彰図書館だより

■問合せ　佐久穂町社会福祉協議会　☎0267-86-4273 ■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

　思春期は、大きな成長の波にこころも体も揺れ動
き、不安定な時を過ごすことが多い時期です。不登
校、ひきこもり、勉強や仕事に集中できない、人の
視線が気になる、人とのコミュニケーションがうま
くいかないなど、不安や心配がある方は相談してみ
ませんか。どうぞお気軽にお問い合わせください。
■日時　不定期
■場所　佐久保健福祉事務所（佐久合同庁舎１階）
■相談担当者　児童精神科医・保健師
■対象者　原則として、ご本人が18歳未満の方
■費用　無料
■申込み
・申込みは佐久保健福祉事務所健康づくり支援課保
　健師までお願いします。

・相談は予約制です。事前に必ず申込みをお願いし
　ます。
・申込み後、申込書をお送りしますので、記入して
　ご返送願います。
・申込書をもとに担当医師と相談の上、実施日時な
　どをご連絡します。
■その他
・相談内容等、秘密は厳守します。
・ご家族、学校関係者のみの相談もお受けしていま
　す。
・市町村や学校等にご相談されている場合は、申込
　み時にお申し出ください。
・感染症予防の為、日程の変更や中止となる場合が
　ありますのでご了承ください。

■とちの実おはなし会
　日時　12月11日 (土) 　15：00～
　場所　紙芝居コーナー

■移動図書館車巡回日【12月】
　Ａコース：［８日・22日］水曜日
　Ｂコース：［９日・23日］木曜日
　Ｃコース：［10日・24日］金曜日

■年末の特別貸出
　年末年始休館【12月27日（月）～１月４日（火）】
に伴い、貸出冊数を増やします！
　期間　12月12日（日）～26日（日）
　貸出冊数　お１人10冊まで

✧予告✧

　令和４年１月５日（水）～
　今年もやります！　
　「本の福袋」・「雑誌付録くじ引き会」

☆詳しくは来月の広報・館内チラシでご確認くださ
　い。

　社会福祉振興にご尽力され、顕著な功績があった
方、在宅において長年要介護者等を介護され、その
献身的行為が他の模範になる方及び障害者等への支
援に尽力された方を表彰させていただきました。
（敬称略、順不同）

■社会福祉功労者（３名）
　社会福祉協議会役員として、長年社会福祉発展の
ために貢献した功績
　小林春次郎（四ツ谷）　由井初代（大日向三区）
　加藤東鬼破（翠町）

■長期療養介護功労者（１名）
　長期にわたりご家族の療養に献身的に尽くし、在
宅福祉の向上に努めた功績
　篠原勝子（崎田）

■長年にわたる障害者等への支援功労者（１名）
　長年にわたり障害者等への支援に尽力された功績
　小林周子（上本郷）
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マイナンバーカードの交付日について
■問合せ　住民税務課　住民係　☎0267-86-2527

　マイナンバーカード交付通知書が届きましたら、
交付日時をご予約のうえ、お早めにカードの受け取
りをお願いします。

■12月の交付日時
　平日　午前９時～午前11時30分
　　　　午後１時～午後４時30分

　夜間（月曜のみ）
　　　　午後５時～午後６時30分

　休日　午前９時～午前11時30分
　　　　12月５日（日）・12月25日（土）

※夜間、土日は予約された方のみ受け付けます。
　必ずご予約をお願いします。

■交付場所
　佐久穂町役場　１階　住民税務課　住民係

■持ち物
　・交付通知書（はがき）
　・通知カード

　・本人確認書類（運転免許証など）
　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

■注意事項
・マイナンバーカードの受け取りは原則、本人が来
　庁する必要があります。病気や身体の障がい、本
　人が未就学児であるといったやむを得ない事情で
　本人が窓口へお越しになれない場合に限り、代理
　人に受け取りを委任することができます。学業・
　仕事が多忙等の理由では代理人への交付はできま
　せんのでご注意ください。

出生祝金を贈呈しました
■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-4940

　９月29日に６人のお子さんへ出生祝金を贈呈しました。
　＊令和３年５月生まれのお子さんです。

12
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ため池監視カメラによる画像をご覧いただけます
■問合せ　建設課建設係　☎0267-86-2542

　町内の防災重点ため池のうち４箇所に監視カメラ
を設置しました。
　ウェブから、どなたでもため池監視カメラで撮影
した画像をご覧いただくことができます。
　氾らん流が到達する可能性のある地域の皆様は、
大雨や地震の際などには、画像からため池の貯水状
況をご確認いただき、避難を検討する材料としてい
ただきますようお願いします。

■監視カメラ設置ため池：
　佐口、大岳第1号、松井、小山温水
　QRコードかURLからアクセスし、該当ため池を
選択してください。
URL
　https://az-01-01-fir-nagano-pond-monitor.
　japaneast.cloudapp.azure.com/autologin

　　　　　　　　　　　　　　　　　QRコード　

　　画像のイメージ

・スマートフォンなどインターネット接続機器から
　ご覧いただけます
・画像は静止画です
・画像をご覧いただくには通信料がかかります。

くらしと健康の相談会について
■問合せ　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課　保健師　☎0267-63-3164（直通）

　弁護士による失業、家庭問題、多重債務等の法律
相談とあわせて、関係機関職員による生活・就業相
談や保健師によるこころの健康などの健康相談をお
受けします。

■開催日　12月７日、14日、21日、28日（火）
■時間　　いずれも10：00～12：00、
　　　　　13：30～15：30（１件１時間）
■場所　　佐久合同庁舎（佐久市跡部65-１）
■内容　　弁護士による法律相談、保健師による健
　　　　　康相談、関係機関による生活・就労相談
■費用　　無料

■申込み
・申込みは佐久保健福祉事務所健康づくり支援課保
　健師までお願いします。
・事前の予約が必要です。
・各相談日の前週金曜日の昼までに申し込んでくだ
　さい。
■その他
・匿名での相談はお受けできません。
・同じ方による同一内容の相談は１回に限らせてい
　ただきます。
・相談の内容によっては日程の調整をお願いするこ
　とがあります。

「広報さくほ」では、企業・団体の皆様からの広
告を掲載しております。ぜひご利用ください。
●広告掲載料金は下記のとおりです

※月１回4,300部発行、町内全世帯へ配布します。
※この広告は、１枠（44×85ｍｍ）サイズの広告です。

１枠（44×85mm）
2,500円
5,000円

町内業者
町外業者

２枠（44×175mm）
5,000円
10,000円
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竹内　達朗　☎ 0267-86-3717　FAX 86-3727

12月の
相談会

　12月１日からはじまる佐久穂町のチケットご利用ください。
特典として、絵本や子どもの本などのプレゼントを予定しています。
農業委員会の許可を受けたら名義や
土地の地目の変更を忘れずに
心配のある方はご相談ください。　　　

日時：９日（木）・23日（木）
　　　午前10時～12時
場所：茂来館２階　　

12月12日（日）午後２時～４時
茂来館１階中会議室
感染症予防のため15名限定で行います。

果樹凍霜害に係る燃焼用資材等への補助について
■問合せ　産業振興課　農政係　☎0267-86-2529

　令和３年４月の凍霜害により果樹を中心に大きな
被害が発生しました。来年度以降の営農活動の継続
を支援し、凍霜害による被害を防止することを目的
に、果樹生産者等が導入した燃焼用資材等の経費の
一部を町で助成します。
　補助を希望する方は、令和４年２月末までに産業
振興課農政係まで申請をお願いします。

■補助内容
１．交付対象者…下記の両方に該当する方
　・果樹を生産し、かつ出荷販売している農業者
　・町内に住所を有する方

２．対象経費
　令和３年４月～令和４年２月までに購入した燃焼
用資材等（凍霜害対策に限る）
３．補助率及び限度額
　　補助率：50％以内
　　限度額：５万円（購入額10万円）
　　　　　　灯油のみ２万円（購入額４万円）
４．必要書類等
　・印鑑　
　・昨年度及び本年度の出荷伝票等の写し
　・燃焼用資材等を購入したことが分かる書類
　　（納品書、領収書等）

移動採血車による献血のお知らせ
■問合せ　長野県赤十字血液センター献血推進課　☎026-214-8229／健康福祉課　健康づくり係　☎0267-86-2528

　移動採血車による献血が下記の日程で行われます。
血液を必要としている患者さんのため、多くの皆様
のご協力をお願いいたします。
■日時：令和３年12月16日（木）14：00～16：00
■会場：町立千曲病院
■持ち物：初めて献血される方は身分証明書をお持
　　　　　ちください。
【400ml献血限定となります。】
献血基準　全血献血
年齢　男性17～69歳、女性18～69歳（65歳～69歳の方につ
　　　いては、60～64歳の間に献血されたことのある方。）
体重　男女とも50kg以上の方
年間総献血量　男性1200ml、女性800ml以内
■下記に該当される方は献血をご遠慮いただきます。
・新型コロナワクチンを48時間以内に接種された方
・４週間以内に海外から帰国（入国）した方
・３日以内に出血を伴う歯科治療（抜歯・歯石除去

　等）を受けた方
・１ヶ月以内にピアスの穴をあけた方
・今までに輸血や臓器の移植を受けた方
■新型コロナ感染症対策として、下記に該当する方
　は献血をご遠慮いただきます。
・新型コロナ感染症と診断された、またはPCR検査
　等で陽性になったことがあり、症状消失後（無症
　状の場合は陽性となった検査の検体採取日から）4
　週間以内の方
・新型コロナ感染症が疑われる症状がありPCR検査
　等を受け、結果が陰性であったが症状出現日から
　２週間以内及び症状消失から３日以内の方
・現在、発熱及び咳、呼吸困難等の急性の呼吸器症
　状を含む新型コロナ感染症が疑われる症状や味覚、
　嗅覚の違和感を自覚する方
・保健所から新型コロナ感染者の濃厚接触者と判断
　され、最終接触日から２週間以内の方

がんばろう佐久穂応援チケット
使えます
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担当区域
大字大日向
大字余地・平林
大字海瀬

大字高野町・宿岩
大字上
大字畑

大字八郡・千代里
大字穂積

氏　名
大塚　喜八
市川征一郎
加藤　英明
髙見澤澤幸
佐々木　健
吉澤　憲一
篠原　　始
篠原　茂義
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精神保健福祉相談について
■問合せ　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課　保健師　☎0267-63-3164（直通）

　ストレス社会と言われる中で、こころに疲れがた
まっている方が増えています。精神的に緊張してし
まったり、理由もないのに不安になったり、眠れな
かったり、そんな悩みはありませんか？こころの病
気や依存症、認知症などでお悩みの方の相談を行っ
ています。
■日程
①日程　令和３年12月15日（水）午後１時30分～
　会場　東信教育事務所（小諸市与良町６-５-５）
②日程　令和４年１月26日（水）午後１時30分～
　会場　佐久保健福祉事務所（佐久市跡部65-１）

■相談担当者　精神科医・保健師　
■その他
・相談は予約制です。事前に必ず申込みをお願いし
　ます。
・相談は無料です。
・相談内容等、秘密は厳守します。
・ご家族のみの相談もお受けしています。
・市町村や医療機関等にご相談されている場合は、
　申込み時にお申し出ください。
・感染症予防の為、日程の変更や中止となる場合が
　ありますのでご了承ください。

ごみの不法投棄について
■問合せ　住民税務課　生活環境係　☎0267-86-2552

■ごみの不法投棄の現状
　町内での不法投棄は、道路脇や水路へのポイ捨て
をはじめ、人目につきにくい小川や林道など広範囲
にわたっており、投棄されるごみは、家庭ごみから
冷蔵庫、テレビ、タイヤなどがまだまだ多く捨てら
れています。
■ごみを不法投棄すると
　ごみを不法投棄すると、「廃棄物の処理及び清掃
に関する法律」により、「５年以下の懲役若しくは
1000万円以下の罰金又はこの併科、法人に対しては
３億円以下の罰金」にするなど厳しい罰則が科せら
れます。
■ごみの不法投棄をなくすために
　町では、不法投棄の未然防止と早期発見のため、
８名の方々を不法投棄監視連絡員に委嘱し、不法投
棄されやすい場所を中心に定期的にパトロールして
います。
　町は捨て逃げを許さない姿勢で臨んでおり、警察
　

の捜査により投棄者が検挙される事例が増えていま
す。不法投棄を許さず、生活環境を悪化させないた
めにも住民の皆さん一人ひとりが身の回りについて
注意を払っていただくことが重要です。もし投棄者
を発見した場合には、投棄者と直接接触せず、日時、
場所、投棄物の種類・量、車のナンバーなどの情報
をお寄せください。皆さんの協力で不法投棄を許さ
ない社会をつくりましょう。

不法投棄監視連絡員

ごみの不法投棄は犯罪です。
不法投棄は絶対しない、させない、許さない
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災害時等における協力に関する協定を締結しました
■問合せ　総務課　庶務係　☎00267-86-2525

司法書士による「空き家問題110番」
～一緒に考えてみませんか？空き家のこと、相続のこと～

年末困りごと電話相談会について

■問合せ　長野県青年司法書士協議会　☎026-214-3776■問合せ　長野県司法書士会　☎026-232-7492

　10月27日（水）、町と南佐久北部森林組合との間
で「災害時等における協力に関する協定」を締結し
ました。
　この協定は、災害により発生する町の管理施設に
おける支障木除去の活動や、山地災害について森林
組合の持つ情報の提供や資材の供給など町に協力い
ただくことで、早期の災害復旧に取り組むものです。
　ご協力いただきます皆様に感謝申し上げます。

　長野県司法書士会では、生活の悩み、金銭的な悩
み、職場の悩み、家庭の悩みといった相談に対して、
司法書士が親身に応える電話相談会を年末に開催し
ます。

■日時　令和３年12月25日（土）10：00～16：00

■電話番号　0120-448-788
　　　　　　（当日のみの専用番号です）

■相談料　無料

■相談例
・借金で苦しんでいる
・生活に困っていて年が越せない
・労働問題で悩んでいる
・養育費をもらっていない
・離婚で悩んでいる
・生活保護を受けたい
・車上生活から脱したい
・相続について
・消費者トラブルで悩んでいる
・新型コロナの影響で生活が苦しい　等

　長野県青年司法書士協議会により、空き家をお持
ちで悩んでいる方、空き家を相続する予定の方、処
分の方法や利活用の方法がないか考えている方等を
対象とした、司法書士による空き家問題の電話相談
会を開催します。

■日時　令和３年12月11日（土）10：00～16：00

■電話番号　0120-448-788
　　　　　　（当日のみの専用番号です）

■相談料　無料

■相談例
・実家が空き家になって困っている。売る、貸す等
　は可能か。
・まだ空き家ではないが、家を継ぐ者がいない。ど
　うなるのか。
・空き家を放置しておくと、固定資産税が上がるの
　か?
・空き家を相続したが、利活用の方法はあるか。
・空き家を処分したいが、いくらで売れるのか知り
　たい。　等
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高齢者支援学習会について
■問合せ　佐久穂町高齢者支援委員会　事務局　佐久穂町地域包括支援センター　☎0267-86-1550

　今年度は映画鑑賞を予定しています。
■日時：12月９日（木）午後１時30分～
■場所：茂来館　メリアホール
　入場無料。感染症予防のため、先着100名までと
させていただきます。

『ピア～まちをつなぐもの～』（上映時間99分）
　主人公は若手医師。病気で倒れた父の医院を継ぐ
ため大学病院を辞めざるを得ず、訪問診療も渋々始
めることに。地域医療に関心を持てず、医師として
のプライドもあり他の職種との連携もとらず、孤立
する主人公。そんな中、ある患者家族との出会いに
よって、医師としての考え方が大きく変わっていく。

　在宅医療・介護に関心のある方
は、どなたでも参加いただけます。
　家族について一息つきながら考
えてみませんか。

【高齢者支援委員会の取り組みについて】
　町民に直接関わる介護保険事業所や団体が中心と
なり、高齢者や認知症支援について活動しています。
主な活動内容を紹介します。

■認知症サポーター養成講座
　認知症について、地域に暮らす皆様が知っておく
ことが大切です。毎年、佐久穂小中学校でも５年生
８年生を対象に開催しています。
　随時開催していきますので、地区や各種団体の皆
様もお気軽にお問合わせください。

■介護関係者学習会
　毎年、介護に関わる職員の学びの場を企画してい
ます。昨年度は11月に映画『ケアニン』を上映しま
した。今後も資質向上や連携推進につながる活動を
行っていきます。

「信州の地酒おトクーポン」発売中！
■問合せ　信州の地酒　販売促進キャンペーン事務局　☎0570-064-538

　長野県では、「信州の地酒」の消費が落ち込み、
売り上げが落ち込んでいる酒販店や酒蔵やワイナリ
ー等のメーカー、原料を生産している農家等を支援
することを目的として、「信州の地酒おトクーポン」
の販売をしています。

■販売価格：１冊3,000円
　　　　　　（１冊あたりの額面は4,000円です。）

■販売内容：500円券×４枚+1,000円券×２枚
　　　　　　（プレミアム分は1,000円です。）

■取扱店舗：酒販店（条件有）
　　　　　　酒蔵・ワイナリー等の直売店

■利用可能期間：令和３年12月31日（金）まで

■利用可能商品：信州の地酒等
・長野県内で製造されている日本酒、ワイン、クラ
　フトビール、シードル、焼酎などの地酒
・その県内の酒造事業者が製造する甘酒、ぶどうジ
　ュース、リンゴジュース、酒粕、その他のその酒
　造事業者の製品由来の食品

　その他、詳細に関しましては、公式サイト
(https://shinshu-jizake.jp/)をご覧いただくか問合
せ先までご連絡下さい。
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地域おこし協力隊
山上雅子隊員の退任について

町の新型コロナワクチン接種の
実績について

■問合せ　総合政策課　政策推進係　☎0267-86-2553■問合せ　町新型コロナ相談室　☎0267-78-5673

佐久穂町立千曲病院　医師のご紹介
■問合せ　佐久穂町立千曲病院　☎0267-86-2360

■氏　名　髙橋茂雄
■担当科　外科
■先生より一言
　今年10月1日より佐
久穂町立千曲病院外科
及び地域福祉部門に赴
任・担当させて頂くことになりました髙橋茂雄と申
します。
　出身は東京都ですが大学病院・一般病院等を経て
母の出身地である長野県に移住し、今回ご縁があり
千曲病院に勤務させて頂くことになりました。佐久
穂町の地域医療に微力ながら尽力させていただきた
いとおもっております。
　佐久穂町の皆様どうぞよろしくお願い致します。

■氏　名　齋藤遥子
■担当科　小児科
■先生より一言
　佐久穂町の皆様、初
めまして。
　この度、佐久穂町立
千曲病院小児科に勤務させていただくことになりま
した齋藤遥子と申します。
　今年の９月に佐久地域に引っ越してまいりました。
　３歳と１歳の子どもがおり、子育て真っ最中の母
親でもありますので、お子様の体調不良だけでなく、
何かお子様のことでお困りのことや聞いてみたいこ
となどありましたら、お気軽にいらしていただけれ
ばと思います。
　町民の皆様のお役に立てますよう、全力を尽くし
てまいりますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

　令和３年５月から始まりました新型コロナワクチ
ン接種の実績（数値：令和３年10月末）についてお
知らせします。
■町全体　接種対象者：9,919人

■65歳以上　接種対象者：4,073人

■12歳～64歳　接種対象者：5,846人

　今後予定している３回目接種は、２回目の接種を受
けた方で、８か月以上経過した方が対象となります。
　対象者には、接種予定日順に「接種券一体型予診
票」を発送する予定です。

　令和３年９月30日をもって、山上雅子隊員が退任
されました。山上隊員の活動報告については、下記
のＱＲコードよりご覧いただくか、全戸配布しまし
た活動報告書をご覧ください。

≪活動報告書ＱＲコード≫

１回目
8,971人
90.4％

接種者数
接種率

２回目
8,782人
88.5％

１回目
3,900人
95.8％

接種者数
接種率

２回目
3,868人
95.0％

１回目
5,071人
86.7％

接種者数
接種率

２回目
4,914人
84.1％
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小林正明
大島俊夫

大島俊夫

大澤明彦

大澤明彦

大澤明彦

堀越泰三

堀越泰三
飯野潤二

髙橋茂雄

植竹智義

齋藤遙子
9：30～

齋藤遙子

澤井循暉

植竹智義

髙橋茂雄
大島俊夫

田原　充
小林正明
田原　充
小林正明

大澤明彦

大澤明彦

植竹智義

千木良正機
（第５を除く）
千木良正機
（第５を除く）

植竹智義

植竹智義

奈良原裕
9：30～

奈良原裕

齋藤遙子
15：30～

高　昌星

髙橋茂雄
大島俊夫

髙橋茂雄

髙橋茂雄

高橋茂雄

堀越泰三

堀越泰三

第２
竹村隆広
第２・４
大倉俊雄

信州大学医師

山梨大学医師
植竹智義

植竹智義

田原　充
大島俊夫
大島俊夫
田邉 予約制

髙橋茂雄

髙橋茂雄

大島俊夫

木村康成

木村康成

木村朗子

澤井循暉

大澤明彦

髙橋茂雄

午前

午後

午前

午後

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午後

午後

終日

午後

田原　充
小林正明

田原　充

大澤明彦

大澤明彦

田原　充

細谷知花

細谷知花

植竹智義

植竹智義

信州大学医師

大島俊夫

植竹智義
大島俊夫

大澤明彦

髙橋茂雄

植竹智義

髙橋茂雄

木村朗子

奈良原裕

竹村隆広

大倉俊雄

齋藤遥子

信州大学医師

高　昌星

山梨大学医師

澤井循暉

佐藤新兵

佐久総合病院
佐久医療センター
予約制
☎86-2830

小林正明
田原　充
大橋正明
大島俊夫
田邉佳代子

内　科

外　科

整形外科

胃腸科

呼吸器内科

循環器科

皮膚科

小児科

神経内科

肝臓外来

眼　科

予約制

泌尿器科
15：00～

人間ドック

大腸鏡

午後外来責任者

午前８：30～11：30　　午後１：30～４：30受付時間
診療科 担当医 月 火 水 木 金 土

第２・４休診

第４
佐久医療センター

医師

第２
佐久総合病院医師
柏原　剛

小林正明
大島俊夫
大橋正明

細谷知花
木村康成
堀越泰三
飯野潤二
千木良正機
由井睦樹

植竹智義
大澤明彦
髙橋茂雄
大島俊夫

奇数月第３
由井睦樹

植竹智義

山梨大学医師

第３
佐藤新兵

田原　充
小林正明

第1・5 大島俊夫

第1 大澤明彦
第3 髙橋茂雄
第５ 交代制

大島俊夫（第2除く）
大橋正明
田邉 予約制

予約変更のお電話は診療日の午後１時～午後４時30分の間にお願いします。

予定は都合により変更になる場合がございます
2021.10～

佐久穂町立 千曲病院  電話：0267-86-2360
●外来診療担当表●



移動図書館
　　　ってなに？移動図書館は、

図書館を利用しにくい地域の人たちのために
資料を乗せた車が各地区を巡回して
図書館サービスを提供する仕組みです。

町のみなさまにとってよりよい移動図書館の運営を行うため、
ぜひご意見ご要望をお聞かせください。

　現在、佐久穂町図書館には移動図書館（Book Mobile）通称BMが１台あり、今年度は町内を
３つのコースに分けて２週間ごとに巡回しています。
　図書館から遠い地区にお住まいの人、なかでも成人にくらべて行動半径の狭いお年寄りや子ど
も、障がいのある方たちには便利で必要なサービスですし、図書館にとっても、図書館への理解
を深め利用を高める大切な仕事です。
　積載量に限りがあるのでご期待に添えないこともありますが、行き先の利用者さんのお顔を思
い浮かべながら積み替えて出かけています。

　移動図書館での貸出や返却をノート
パソコンで行うことで、作業がスムー
ズになりました。
　次回持ってきてほしい本の予約もで
きますし、読みたい本が図書館にある
かその場で検索することもできます。

　私たちは、赤ちゃんからお年寄りまで多くの人が図書館を活用して読書の楽しみを広げてほし
いと願っています。地域の皆さまの趣味や娯楽や自己啓発のお役に立ちたい、図書館が生涯学習
の拠点になるようにつとめたいと願っています。
　こんな時だからこそ！多くの方に移動図書館を知っていただき、「近所に来たら使ってみたい」
「こんな運行にしてみたら？」など…皆さまからのご意見を参考に今後の運営を見直したいと考
えます。お近くで移動図書館車を見かけたら、ぜひ一度のぞいてみませんか。

10年前40箇所あったステーションの数は、現在19箇所。
時代の流れとともに減少の一途をたどっています。
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レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
山
頂
か
ら
は
、
北
に
浅
間

山
、
南
に
雪
を
付
け
た
八
ヶ
岳
、東

に
茂
来
山
と
四
方
の
山
が
は
っ
き

り
と
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
が
カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
、

周
囲
を
散
策
し
、
30
分
ほ
ど
の
休

憩
の
後
集
合
写
真
を
撮
っ
て
下
山

で
す
。
今
度
は
下
り
の
み
の
道
、

石
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
が
ら
下
り
ま
す
。
お
日
様
の
暖

か
さ
を
感
じ
な
が
ら
歩
き
、
い
つ

も
は
車
で
通
る
ト
ン
ネ
ル
を
一
列

に
並
び
歩
く
と
、
汗
ば
ん
で
き
た

体
が
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
茂
来
館
、
こ
こ
か
ら
の

上
り
坂
が
最
後
の
山
場
で
す
。
こ

こ
ま
で
歩
い
て
来
る
と
急
な
上
り

坂
が
足
に
堪
え
ま
す
。
皆
の
頑
張

り
で
怪
我
も
な
く
全
員
ゴ
ー
ル
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
紅
葉
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
じ
で
し
た

が
、
秋
の
ひ
と
時
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　
来
年
度
は
町
内
だ
け
で
な
く
、

少
し
遠
出
が
出
来
た
ら
良
い
な
と

い
う
声
の
聞
け
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
で
し
た
。

佐
久
穂
町
短
歌
会

変
わ
る
は
ず
無
き
石
段
を
今
日
も
ま
た
数
え
て
登
る
二
十
三
段

井
出
　
明
子

若
い
ね
と
か
効
い
て
い
る
と
か
言
わ
れ
て
も
辛
か
っ
た
の
よ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

古
清
水
　
正
子

引
揚
げ
後
逝
き
し
三
人
児
シ
ベ
リ
ア
に
果
て
し
そ
の
父
の
位
牌
よ
り
そ
ふ

菊
池
　
む
つ
江

蝉
の
鳴
く
大
樹
の
陰
は
濃
く
あ
り
て
炎
暑
を
忘
れ
涼
風
を
浴
ぶ

岡
本
　
正
子

送
り
盆
す
ま
せ
し
夕
べ
吹
く
風
は
は
や
秋
め
き
て
肌
に
冷
た
し

小
宮
山
　
裕
子

盆
に
入
り
子
供
は
無
心
に
花
火
あ
げ
大
人
は
ひ
と
と
き
昔
を
憶
う

小
須
田
し
げ
み

土
石
流
は
樹
々
を
倒
し
て
ふ
る
さ
と
の
山
の
斜
面
の
道
を
攫
ひ
き

石
井
　
節
子

道
の
べ
の
蛍
袋
に
残
さ
れ
た
セ
ミ
の
抜
け
が
ら
夏
陽
に
光
る

中
沢
　
澄
江

桜
木
の
枝
よ
り
垂
れ
る
糸
の
端
に
毛
虫
の
児
等
が
ブ
ラ
ン
コ
遊
び

由
井
　
あ
き
子

ビ
ブ
ラ
ー
ト
真
似
て
歌
ひ
し
少
年
は
老
い
て
偲
べ
り
菅
原
都
々
子
を

木
内
　
賢
隆
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●佐久穂町短歌会
●崎田俳句同好会
●源氏物語を読む会
●佐久穂町古文書を学ぶ会
●英会話クラブ
●八千穂書道クラブ 千穂支部
●読み聞かせ同好会
　おはなしサークルふしぎなポケット

文学系
●八千穂
　パッチワーク教室
●メッシュクラフト
●宮前手芸クラブ
●陶芸同好会

手工芸
●佐久穂町鑑賞菊同好会
●いけばな同好会
●佐久穂地学同好会
●佐久穂みどりの会
●佐久ウチョウラン
　山野草愛好会
●愛石同好会

自然系
●パソコン同好会
●将棋同好会
●囲碁同好会

その他

作品展示
心のこもった素敵な作品が会場中に展示されました。

どれも力作揃いで、各出展者の作品に対する熱い想いが伺われるものばかりでした。

佐久穂町木彫同好会

大高編み物手芸教室絵手紙同好会

公民館短歌会樹歌会

書道同好会 押し花クラブカタクリの会八千穂バードカーヴィング

ステージの様子は載せきれませんが、この他にも佐久穂町には様々な同好会活動があります。
お問い合わせください。



深山流八千穂会 アロハユウ

卯の花童唱会 三味線かたくり花の会

ステージ発表
16団体の皆さんにご出演いただきました。コーラスやフラダンス、器楽演奏
日本舞踊、など様々な演目があり、見ごたえあるステージとなりました。

「第17回佐久穂町文化祭」が開催されました
令和3年10月　文化芸術活動に勤しむ個人や団体が一堂に会し、日頃の成果を発表しました。

●佐久穂
　ウインドオーケストラ
●八ヶ岳ギター同好会
●花さく太鼓
●大正琴同好会
●銭太鼓はなみずき
●マネージメントクラブ
　楽音

音楽系
●郷土民謡会
●歌謡教室
●八千穂コーラス
●歌を楽しむ会
●コーラス フィオレンテ
●歌声ひろば
●佐久穂町詩吟同好会
●岳照流白駒

歌　系
●新舞踊観染会
●西川社中 市舞会
●フラプルメリア
　プアナニ
●レイホーク
●チェリーブロッサム
●白樺舞踊団

ダンス系
●太極拳同好会
●さくほ
　ヨガクラブ

健　康

心動かされる作品・ステージに出会えた方！一緒にはじめてみませんか？残念ながら全ての作品や
お気軽に茂来館まで

●美術愛好会
●水彩
　花の絵クラブ
●茶味の会

芸術芸
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10
月
14
日
（
木
）
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
佐

々
木
茂
男
氏
と
市
川
典
子
氏
が
本
年
度
は
、

株
式
会
社 

浅
川
製
作
所 
佐
久
工
場
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
専
務
兼
工
場
長
で
、
現
在
は
佐

久
穂
町
企
業
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会

長
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
吉
沢
忠
久
氏

に
面
会
し
、
複
雑
多
様
化
す
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
啓
発
活
動
へ
の
協
力
と
企
業
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
会
社
は
主
に
金
属
の
加
工
を
手
掛
け
て

お
り
全
社
員
の
約
４
割
の
方
が
女
性
で
、

外
国
人
研
修
生
（
女
性
３
名
）
も
在
籍
し

60
歳
以
上
の
方
も
10
名
以
上
就
労
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
社
内
に
は
女
子
会
が
作
ら
れ
て
い
て
会

の
企
画
で
、
「
本
年
４
月
か
ら
は
全
社
員

を
対
象
に
誕
生
日
を
迎
え
た
方
へ
、
お
花

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
案
が
了
承
さ
れ
、
と

て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
」
と
ほ
ほ
え

ま
し
い
お
話
し
や
、
年
間
２
回
の
個
人
面

談
を
行
い
、
「
個
々
に
悩
み
や
相
談
等
、

話
を
聞
く
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
」
と

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
し
明
る
く
働

き
や
す
い
職
場
と
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
、
吉
沢
氏
の
「
常
日
頃
、
社
員
と

共
に
楽
し
く
仕
事
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
」
と
の
お
言
葉
が
印
象
的
で
、
佐

々
木
氏
・
市
川
氏
も
共
感
を
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

令和３年11月25日 第99号 （24）  

　　　　　　　　　　　　　　　　　(株)浅川製作所人権擁護委員　　　人権擁護委員　　専務兼工場長市川典子氏 　 　　佐々木茂男氏　  　吉沢忠久氏

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

　
　
企
業
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た

親と子の
スキー教室開催

令和３年12月26日（日）
９：15現地集合

レッスン時間　午前10：00～12：00
　　　　　　　午後は、フリー滑走とします。
対象者　町内小学校の児童とその保護者
参加費　リフト券・レッスン料込
　　　　大人 4,000円　小学生 1,500円
　　　　（レンタル料は、別途）

　その他、詳しくは、公民館窓口に用意
してある申込用紙をご覧いただくか、公
民館までお問い合わせください。
　申込をされる方は、参加費を添えて公
民館窓口へお申し込みください。
（申込締切　12月17日厳守）

　元気が出る公園は、12月１日～３月31日まで
休園いたします。入園される方は、下記の内容を
確認のうえ、ご利用ください。
　休園中は、管理事務所・水道・トイレ・マレッ
トゴルフ場・テニスコート・バーベキューハウス
は使用できません。
　散策等で利用される際は、安全面・健康面等に
十二分に中止してご利用ください。
　駐車場を使用される皆様は、第２・３駐車場を
ご利用ください。

元気が出る公園の
冬季利用についてお知らせ

令和３年12月28日（火）から
令和４年１月４日（火）まで、

年末年始休業のため閉館いたします。

休館日についてお知らせ
生涯学習館「茂来館」・図書館・美術館

令和３年12月29日（水）から
令和４年１月３日（月）まで、

年末年始休業のため閉館いたします。

しらかば社会体育館・海瀬社会体育館
・旧中央小体育館



　
佐
久
穂
町
に
は
現
在
、
40
件

の
文
化
財
を
町
の
指
定
文
化
財

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
40
件
は
合
併
前
の

旧
佐
久
町
・
旧
八
千
穂
村
の
指

定
文
化
財
を
継
承
し
た
も
の
で

あ
り
、
佐
久
穂
町
と
し
て
の
文

化
財
の
指
定
基
準
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は
今
後
、
新
し
く
文
化
財
を
指
定
す
る
時
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
は
令
和
３
年
10
月
19
日
に
、
町
の
文

化
財
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
「
佐
久
穂
町
文
化
財
保
護
審
議
会
」

に
、
文
化
財
指
定
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　
佐
久
穂
町
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
は
次
の
６
名
で
す
。

　
佐
久
穂
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
名
簿

　
（
任
期
：
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で
）

　
　
　
　
会　
長　
出
浦　
晃
彦　
氏

　
　
　
　
副
会
長　
大
工
原
千
恵　
氏

　
　
　
　
委　
員　
細
川　
哲　
　
氏

　
　
　
　
委　
員　
小
須
田
基
弘　
氏

　
　
　
　
委　
員　
須
田　
秀
俊　
氏

　
　
　
　
委　
員　
新
海　
節
生　
氏

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
各
所
に
分
散
し
保
管
し
て
き
た
文

化
財
を
、
旧
八
千
穂
中
学
校
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
（
仮
）
佐
久
穂
文
化
財
等
収
蔵
館
と
称
し
た
収
蔵
施

設
を
、
町
の
公
共
施
設
「
佐
久
穂
町
ふ
る
さ
と
遺
産
収
蔵
館
」
と

し
て
活
用
し
て
い
く
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
12
月

議
会
に
こ
の
収
蔵
施
設
の
設
置
条
例
を
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
遺
産
」
と
は
、
学
術
上
貴
重
な
資
料
、
古
文
書
な

ど
の
文
献
史
料
等
の
ほ
か
、
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
後
世
に
継
承
し
て
い
く
も
の
の
総
称
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
遺
産
収
蔵
館
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
令
和
３
年

10
月
１
日
、
教
育
委
員
会
内
に
準
備
室
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
同

日
付
で
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
の
新
海
節

生
氏
が
準
備
室
室
長
に

任
命
さ
れ
、
渡
邊
秀
二

教
育
長
か
ら
辞
令
交
付

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
指
定
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
、

　
文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た

スタインベルクピアノ修復記念＆御礼

Christmasスペシャルコンサート

鐵 百合奈ピアノリサイタル
2021年12月19日（日）開演15時00分（開場14時30分）
会場：佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」メリアホール

チケット：前売　1,300円　当日　1,500円
ご予約・お問い合わせ：佐久穂町公民館（〒384-0503　南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570）
電話：0267-86-2041（月曜日休館）
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ふ
る
さ
と
遺
産
収
蔵
館

　
　
　
準
備
室
を
設
置
し
ま
し
た



　
今
回
は
中
部
横
断
道
建
設
に
伴
い
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
千
代
里
の
馬
越
下
遺
跡

を
と
り
あ
げ
ま
す
。

　
馬
越
遺
下
跡
で
は
、
平
安
時
代
の
竪
穴

建
物
跡
３
軒
と
土
坑
（
穴
）
15
箇
所
が
発

見
さ
れ
、
平
安
時
代
の
９
世
紀
後
半
に
小

さ
い
な
が
ら
も
重
要
な
集
落
（
ム
ラ
）
が

営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
「
律
令
」
と
い

う
法
律
に
基
づ
く
中
央
集
権
型
の
国
家
体

制
と
な
り
、
佐
久
地
方
は
「
信
濃
国
佐
久

郡
」
と
い
う
行
政
単
位
に
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
佐
久
郡
に
は
八
つ

の
郷
（
美
理
・
大
村
・
大
井
・
刑
部
・
青

沼
・
茂
理
・
小
沼
・
余
戸
）
が
置
か
れ
、

現
在
の
佐
久
穂
町
の
地
域
は
、
青
沼
郷
か

ら
余
戸
郷
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
の
村
落
は
佐
久
平

北
部
の
佐
久
市
岩
村
田
・
長
土
呂
か
ら
西

屋
敷
、
小
諸
市
御
影
新
田
、
御
代
田
町
小

田
井
付
近
に
集
中
し
、
南
佐
久
で
は
前
回

取
り
上
げ
た
奥
日
影
遺
跡
以
外
に
は
ほ
と

ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し

た
状
況
が
一
変
す
る
の
が
９
世
紀
後
半
で

す
。
佐
久
平
北
部
に
繁
栄
し
た
大
集
落
遺

跡
が
急
激
に
減
少
し
、
規
模
も
縮
小
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で

集
落
が
営
ま
れ
な
か
っ
た
浅
間
山
麓
や
南

佐
久
南
部
な
ど
の
山
間
部
に
も
小
さ
な
集

落
が
点
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
畑
作

や
林
業
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
稲
作
や
馬

生
産
以
外
の
生
業
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で

き
た
こ
と
を
示
す
の
で
し
ょ
う
。
馬
越
下

遺
跡
の
ム
ラ
も
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
佐
久
穂
町
に
は
畑
地
籍
が

あ
り
、
上
畑
・
中
畑
・
下
畑
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
世
に
は
年
貢
を
畑

作
物
で
納
入
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
畑
物

村
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
地
名
の
由

来
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
畑
地
籍

の
勝
見
沢
で
は
戦
前
、
出
土
事
例
が
珍
し

い
平
安
時
代
の
八
稜
鏡
が
み
つ
か
っ
て
お

り
、
こ
の
頃
、
佐
久
穂
町
に
は
か
な
り
の

有
力
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
て
、
律
令
体
制
で
は
一
人
一
人
を
戸

籍
で
把
握
し
、
文
書
に
基
づ
く
政
治
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
字
が
普
及
し
て
き
た
時

代
で
も
あ
り
ま
す
。
馬
越
下
遺
跡
で
は
土

器
の
外
面
に
墨
で
文
字
を
書
い
た
墨
書
土

器
が
竪
穴
建
物
跡
か
ら
発
見
さ
れ
、「
井
」・

「
左
」
・
「
万
」
と
い
う
文
字
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
佐
久
穂
町
内
で
は
こ
れ
が
は
じ

め
て
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
馬
越
下
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
の
な
か
に
は
「
甲
斐
型
土
器
」
と
呼
ば

れ
る
、
山
梨
県
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
土
器

の
破
片
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
甲
斐
型
土
器

は
佐
久
地
方
で
は
、
南
相
木
村
、
川
上
村
、

小
海
町
、
佐
久
市
、
小
諸
市
の
十
数
遺
跡

か
ら
し
か
出
土
し
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

馬
越
下
遺
跡
か
ら
先
は
現
在
の
国
道
１
４

１
号
、
か
つ
て
の
佐
久
甲
州
街
道
沿
い
周

辺
に
分
布
し
て
お
り
、
佐
久
市
の
臼
田
、

長
土
呂
を
経
て
、
小
海
線
の
乙
女
駅
近
く

の
仏
舎
利
塔
で
有
名
な
糠
塚
山
の
ふ
も
と

に
あ
る
関
口
Ｂ
遺
跡
ま
で
続
き
ま
す
。

　
甲
斐
型
土
器
は
、
甲
斐
国
か
ら
続
く
古

代
官
道
・
街
道
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
馬
越
下
遺
跡

は
交
通
の
要
所
に
あ
た
る
ム
ラ
で
あ
り
、

９
世
紀
後
半
か
ら
は
じ
ま
る
時
代
の
大
変

革
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
た
極
め
て
重
要
な

遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
（
佐
久
考
古
学
会　
櫻
井
秀
雄
）

「
ふ
る
さ
と
の
考
古
遺
産
」（
４
）

馬
越
下
遺
跡

　 ‒
平
安
時
代
の
ム
ラ
の
発
見‒

墨書「左」
（逆向きに書かれている）

竪穴建物跡のカマド
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前
号
で
は
、『
佐
久
穂
町
の
文
化
財
』
の

最
初
に
載
る
余
地
の
自
成
寺
山
門
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
指
定
文
化
財
以

外
の
７
項
目
の
中
か
ら
、
２
０
０
２
（
平

成
十
四
）
年
に
土
木
学
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

選
奨
の
「
土
木
遺
産
」（
注
１
）
に
認
定
さ

れ
た
栄
橋
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、

平
成
二
十
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
文
化

財
講
座
「
郷
土
の
先
人
た
ち
の
も
の
作
り

に
学
ぶ
」
で
の
資
料
を
参
照
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
故
小
林
範
昭
氏
。
こ
の
講
座
を

聴
講
し
た
二
人
か
ら
、
次
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
や
思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。「
研
究
者

小
林
氏
が
精
魂
込
め
た
秀
逸
な
発
表
で
し

た
」
、「
土
木
工
学
の
観
点
と
と
も
に
地
域

の
産
業
史
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
多
面
的
な

講
演
で
し
た
」
と
。

　
佐
久
穂
町
に
は
千
曲
川
に
架
か
る
橋
は

９
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
栄
橋
は
、

世
界
初
と
い
わ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト・

変
形
ロ
ー
ゼ
桁
の
優
美
な
景
観
が
特
徴
で
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ー
ゼ
桁
橋
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ヘ

ル
マ
ン
＝
ロ
ー
ゼ
が
考
案
し
た
鋼
鉄
を
レ

ン
ズ
形
に
組
ん
だ
ア
ー
チ
橋
で
す
。
昭
和

八
年
に
長
野
県
道
路
技
師
と
し
て
着
任
し

た
中
島
武
氏
は
、
柳
条
湖
事
件
以
降
、
大

陸
で
の
戦
争
が
激
化
し
鉄
材
不
足
に
陥
る

中
、
鋼
鉄
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
置
き
換

え
る
「
変
形
ロ
ー
ゼ
桁
」
を
考
案
し
ま
し

た
。
こ
の
工
法
で
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た

の
は
昭
和
十
二
年
。
戦
禍
は
さ
ら
に
広
が

り
、
鉄
材
価
格
も
高
騰
（
注
２
）
し
ま
し

た
。
工
事
請
負
人
が
多
額
の
損
失
を
負
う

な
ど
、
架
橋
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
労
苦

が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
橋
の
名
前
は
明
治
二
十
二
年
に

誕
生
し
た
村
名
「
栄
村
」（
上
村
、
高
野
町

村
、
宿
岩
村
の
合
併
）
に
由
来
し
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
を
通
る
佐
久
甲
州
街
道
（
国

道
１
４
１
号
）と
、
下
中
込
か
ら
右
岸（
川

東
）を
通
り
十
石
峠
に
至
る
武
州
街
道（
国

道
２
９
９
号
）
を
つ
な
ぐ
重
要
路
で
す
。

大
正
四
年
に
佐
久
鉄
道
が
羽
黒
下
駅
ま
で

開
通
し
、
栄
新
道
（
東
町
）
な
ど
地
域
の

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

建
設
工
事
が
着
工
さ
れ
た
当
時
、
暮
ら
し

を
支
え
た
米
や
繭
の
暴
落
を
引
き
金
に
、

農
家
は
負
債
を
か
か
え
村
々
は
疲
弊
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
厳
し
い
時
代
、
新
橋
梁
の

工
事
が
進
め
ら
れ
、
木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク

の
運
行
（
注
３
）
や
水
害
に
も
耐
え
ら
れ

る
丈
夫
な
永
久
橋
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　
戦
時
中
に
は
金
属
回
収
に
よ
っ
て
、
照

明
器
具
が
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
補
修
工
事
に
よ
り
架
設
当
時

に
近
い
姿
に
戻
り
ま
し
た
。

　
こ
の
栄
橋
か
ら
３
０
０
ｍ
ほ
ど
上
流
に
、

栄
海
（
よ
し
み
）
橋
が
架
か
り
ま
す
。
栄

と
海
瀬
、
旧
両
村
の
親
交
の
意
を
込
め
て

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
１
）
県
内
で
は
中
島
武
技
師
が
設
計
・
架

　
　
　
　
設
し
、
現
存
す
る
Ｒ
Ｃ
ロ
ー
ゼ
桁
群

　
　
　
　
の
５
橋
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

　
　
　
　
く
で
は
坂
城
町
の
昭
和
橋
（
右
岸
３

　
　
　
　
連
の
み
）
が
あ
り
ま
す
。
栄
橋
の
土

　
　
　
　
木
遺
産
認
証
プ
レ
ー
ト
は
、
左
岸
上

　
　
　
　
流
側
に
あ
る
高
欄
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。

（
注
２
）
１
ト
ン
75
〜
６
円
だ
っ
た
鉄
材
が
１

　
　
　
　

２
０
〜
30
円
、
ト
タ
ン
板
も
（
後
略
）

　
　
　
　
『
中
信
毎
日
新
聞
』
12
月
16
日
よ
り

（
注
３
）
道
路
幅
員
は
6.0
ｍ
、
前
述
の
５
橋
の

　
　
　
　
中
で
最
大
の
も
の
で
す
。

土木遺産認定プレート

朝ぼらけの栄橋

（４）

さ
か
え
ば
し

か

け
た

こ
ば
や
し
の
り
あ
き

な
か
じ
ま
た
け
し

さ
か
え
し
ん
ど
う

り
ゅ
う
じ
ょ
う
こ

せ
ん 

か

ま
ゆ

ひ
へ
い
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15歳で東京へ〝ピアノ留学〟。演奏家として多方面で活動中。

すだ  ももか

須田 桃香さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第56回

1994年佐久穂町生まれ。６歳のときにピ
アノを始め、中学時代は長野市まで週２
回レッスンに通う。中学卒業後、桐朋女
子高等学校音楽科に進み、桐朋学園大学
音楽学部（ピアノ専攻）を経て、現在は
演奏活動のほかに、ピアノ教室講師、個
人レッスン、合唱団の伴奏など幅広い音
楽活動を続けている。長野市や佐久穂町
でのコンサートに度々出演。趣味はオペ
ラ、歌舞伎、落語鑑賞、美術館巡り、読
書など。家族は両親と３人。東京都在住。

「
作
曲
家
が
使
っ
て
い
た
言
語
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
弾
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

と
き
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
と
き
は
ド
イ

ツ
語
の
ラ
ジ
オ
を
流
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
」

「佐久穂で演奏できる機会がもっともっと増えるとい
いなって思っています」（2019年のコンサート）＝茂来館

「ピ　
　
　
　
ア
ノ
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

　
　
　
　
ろ
は
、
音
域
が
広
く
、
一

　
　
　
　
人
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
で
き

る
こ
と
で
す
ね
」

　
十
五
歳
の
と
き
、
東
京
に
〝
ピ
ア

ノ
留
学
〞
し
、
以
後
、
東
京
で
の
生

活
は
十
二
年
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が

制
限
さ
れ
る
な
か
、
ピ
ア
ノ
教
室
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
え
た
り
、
合
唱
団

の
伴
奏
を
し
た
り
、
知
人
が
経
営
す

る
バ
ー
で
演
奏
し
た
り
と
、
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
や
ス
メ
タ
ナ
、

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
な
ど
チ
ェ
コ
の
音
楽

家
が
好
き
な
こ
と
か
ら
チ
ェ
コ
語
を

習
い
、
オ
ペ
ラ
、
歌
舞
伎
、
落
語
、

美
術
館
巡
り
な
ど
趣
味
も
多
彩
だ
。

「
東
京
の
い
い
と
こ
ろ
は
催
し
が
多

い
こ
と
。
東
京
に
出
た
と
き
、
そ
れ

は
衝
撃
的
で
し
た
ね
」

　
　
　
　
　
　
†

　
桃
香
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
の

は
小
一
（
六
歳
）
の
と
き
。
周
り
の

子
ど
も
た
ち
が
習
い
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
が
、
度
々
行
く
親
同

伴
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
演
奏
に
見
と
れ
、
「
自
分
も
あ
ん

な
ふ
う
に
自
由
に
弾
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
憧
れ
た
。

　
小
五
か
ら
中
学
の
三
年
間
は
週
に

二
回
長
野
市
ま
で
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ

た
。
桐
朋
学
園
の
音
楽
教
室
が
長
野

市
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
週
一
回
は
母

親
の
送
迎
で
、
あ
と
の
一
回
は
一
人

で
バ
ス
や
新
幹
線
で
通
っ
た
。

「
そ
の
頃
は
母
と
し
じ
ゅ
う
ケ
ン
カ

し
て
い
ま
し
た
ね
。
先
生
に
注
意
さ

れ
た
こ
と
を
母
が
帰
り
の
車
の
中
で

も
繰
り
返
す
の
で
、
悔
し
く
な
っ
て

後
ろ
の
シ
ー
ト
か
ら
ぬ
い
ぐ
る
み
を

投
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）」

　
高
校
は
東
京
の
桐
朋
学
園
へ
。

「
東
京
へ
は
大
学
か
ら
行
く
つ
も
り

で
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
や
周
り

の
方
た
ち
が
少
し
で
も
早
く
東
京
に

行
っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
た
ほ
う

が
い
い
と
勧
め
て
く
だ
さ
っ
て
　
　
」

　
親
元
を
離
れ
て
の
初
め
て
の
寮
生

活
。
最
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
週
末

の
た
び
に
帰
省
し
て
い
た
が
、
や
が

て
東
京
の
生
活
に
な
じ
ん
で
い
く
。

学
校
は
朝
五
時
か
ら
開
い
て
い
た
た

め
、
始
発
で
登
校
し
、
授
業
前
の
数

時
間
を
練
習
に
充
て
た
。
し
か
し
同

級
生
に
は
音
楽
を
や
る
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
よ
う
な
子
が
何
人
か
い
て

自
信
を
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
で
も
、
習
っ
て
い
た
老
教
授
が
周

り
と
比
べ
た
り
し
な
い
で
、
音
楽
と

向
き
合
う
こ
と
だ
け
を
考
え
な
さ
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。
お

お
ら
か
で
や
さ
し
い
先
生
で
、
ず
い

ぶ
ん
と
救
わ
れ
ま
し
た
」

　
在
学
中
は
教
職
課
程
を
と
り
、
母

校
の
佐
久
中
学
（
現
佐
久
穂
小
中
）

で
教
育
実
習
を
行
な
っ
た
。
　

　
　
　
　
　
　
†

　
今
住
ん
で
い
る
の
は
都
内
の
音
楽

家
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
。
防
音
設
備
が

整
っ
て
お
り
、
周
り
を
気
に
せ
ず
に

練
習
で
き
る
が
、
隣
か
ら
は
時
折
り

マ
リ
ン
バ
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え

て
く
る
の
だ
そ
う
。
ほ
ぼ
一
日
中
ピ

ア
ノ
に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
が
、
最

低
で
も
一
日
三
時
間
の
練
習
を
自

ら
に
課
し
て
い
る
。

　
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
姿
勢
も
大
学

時
代
と
は
違
っ
て
き
た
。

「
大
学
の
頃
は
、
ミ
ス
な
く
弾
く

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
作
曲
家
ご
と
の
音
の
出
し
方
、

形
式
を
考
え
、
作
曲
家
が
使
っ
て

い
た
言
語
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
弾
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
と
き
は

フ
ラ
ン
ス
語
の
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
と
き
は
ド
イ
ツ
語
の
ラ
ジ
オ
を
流

し
な
が
ら
弾
い
て
い
ま
す
」

　
チ
ェ
コ
語
を
習
っ
て
い
る
（
チ
ェ

コ
に
は
過
去
二
回
訪
問
）
の
も
実
は

そ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
。

「
中
欧
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強
い
で
す

ね
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
チ

ェ
コ
を
訪
れ
、
チ
ェ
コ
の
先
生
に
つ

い
て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
、
そ
う
そ
う
、
チ
ェ

コ
の
人
っ
て
コ
イ
を
食
べ
る
ん
で
す

よ
（
笑
）
」
。

　
仕
事
と
練
習
の
合
間
に
オ
ペ
ラ
や

歌
舞
伎
、
美
術
館
巡
り
を
楽
し
む
。

「
音
楽
の
肥
や
し
に
？
　
さ
あ
、
ど

う
な
ん
で
し
ょ
う
（
笑
）
」

　
一
昨
年
の
茂
来
館
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
映
画
音
楽
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
、
幅
広
く
弾
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

　
ピ
ア
ノ
は
自
分
に
と
っ
て
「
癒
し
」

と
い
う
桃
香
さ
ん
。
「
勉
強
し
て
い

て
つ
ら
い
と
き
な
ど
救
っ
て
く
れ
る

の
が
音
楽
と
ピ
ア
ノ
で
す
ね
」

　
今
日
も
桃
香
さ
ん
の
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
美
し
い
旋

律
が
流
れ
る
。
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